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I Lp－ 4 高齢者における衣服情報斯待度について

安田女子短大　　　楠　幹江

被　　服

＜目的＞快適で合理的な衣生活を営むためには、種々な情報を収集し、最適な方法を検討

することが大切である。高齢化、情報化が進む現在において、情報伝達の果たす役割は大

きい。情報収集は、加齢に伴って困難が増すことが想像されるが、衣服情報について検討

した報告は、あまりみられない。そこで、高齢者がメディアに対して、どの程度の期待度

をもっているのか、実態調査を行った。

〈方法＞調査対象者はS5歳以上の高齢者とし、質問紙による面接聞き取り法を実施した。

調査時期は1334年12月14日～1995年1月9日である。有効回収数531、回収率≪7.0％であっ

た。調査内容は、対象者の個人的要因（年齢、性別、居住地、学歴、生涯学習への参加な

ど)、衣服情報（着心地、保温性、着脱、洗濯、デザイン）、メディア（週刊誌・雑誌、

テレビ、新聞、情報紙、ラジオ、本、ビデオテープ、カセットテープ）などである。デー

タの集計ヽ分析には、単純集計、クロス集計、相関分析などを行った。

＜結果＞1.各メディアに対する衣服情報期待度は、テレビが最も高く、カセットテープ

が最も低かった。しかし、テレビの期待度は低く、各衣服情報の平均値は2.31～3.04であ

った。(5段階評定法) 2. rおしゃれに関心がある」と関連がある個人的要因は、年齢、

性別、学歴、図書館の利用、講演会の参加、趣味であった。

I Lp－ 5 身体各部位の皮膚色に関する研究

実践女大家政　○加藤佐枝子　永井由美子　山崎和彦　飯塚幸子

　目的　本研究は、我国の健康な幼児、若年及び中年を対象に、身体各部位の皮膚

色を測定し、各群の特徴と年齢及び性別による差異ついて検討することを目的とす

るものである。

　方法　関東地区に在住する健康な男女（幼児群男子９名、幼児群女子ｎ名、若年

群男子21名、若年群女子21名、中年群男子16名、中年群女子20名）を被験者とした。

測定には、色彩色差計CR-1叩（MINORUTA製）を用い、マンセル表色系に変換した。

測定部位は、①頬部②胸部③腹部④大腿前部⑤下腿前部⑧後頚部⑦背部⑧

脇腹後部⑨憚部⑩上腕部⑨手背部とした。なお幼児はこの中の計７点であった。

　結果　得られた色相、明度、彩度の各値をもとに、部位（被覆部･露出部、体幹

部･四肢部）ごとの特徴について求め、さらに性差、加齢による変化、相関等の観

点から分析を行った。色相はいずれの群もＹＲの範囲にあり、手背部は最もＲ側で

明度が最低であり、胸部は最もＹ側で明度が最高となった。なお、性差については、

女子は男子に比べてＹ側で、且つ明度が高い傾向であった。
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